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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近接無線通信を実行する通信モジュールと、
　前記通信モジュールと外部デバイスとの間におけるネゴシエーションによって、前記通
信モジュールと前記外部デバイスとの間で伝送される一つ以上のコンテンツに関するコン
テンツ情報を取得するコンテンツ情報取得手段と、
　前記通信モジュールと前記外部デバイスとの間で前記一つ以上のコンテンツを伝送する
際、前記取得したコンテンツ情報に基づき、前記コンテンツが伝送されている期間中、イ
ンジケータの発光部を点滅又は点灯する通信状態報知手段とを具備することを特徴とする
電子機器。
【請求項２】
　前記通信状態報知手段は、前記取得したコンテンツ情報に基づき、さらに、前記コンテ
ンツの伝送の開始を示す開始音と前記コンテンツの伝送の完了を示す終了音とを出力する
第１の通信状態報知処理、および前記開始音の出力を抑制し前記終了音を出力する第２の
通信状態報知処理の一方を実行することを特徴とする請求項１記載の電子機器。
【請求項３】
　前記通信状態報知手段は、前記コンテンツの伝送が完了したとき、所定期間だけ前記イ
ンジケータの発光部を点灯した後、前記インジケータの発光部を消灯することを特徴とす
る請求項１記載の電子機器。
【請求項４】
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　電子機器に設けられた通信モジュールと外部デバイスとの間で実行される近接無線通信
の通信状態を報知するための通信状態報知方法であって、
　前記通信モジュールと外部デバイスとの間におけるネゴシエーションによって、前記通
信モジュールと前記外部デバイスとの間で伝送される一つ以上のコンテンツに関するコン
テンツ情報を取得するコンテンツ情報取得ステップと、
　前記通信モジュールと前記外部デバイスとの間で前記一つ以上のコンテンツを伝送する
際、前記取得したコンテンツ情報に基づき、前記コンテンツが伝送されている期間中、イ
ンジケータの発光部を点滅又は点灯する通信状態報知ステップとを具備することを特徴と
する通信状態報知方法。
【請求項５】
　前記通信状態報知ステップは、前記取得したコンテンツ情報に基づき、さらに、前記コ
ンテンツの伝送の開始を示す開始音と前記コンテンツの伝送の完了を示す終了音とを出力
する第１の通信状態報知処理、および前記開始音の出力を抑制し前記終了音を出力する第
２の通信状態報知処理の一方を実行することを特徴とする請求項４記載の通信状態報知方
法。
【請求項６】
　前記通信状態報知ステップは、前記コンテンツの伝送が完了したとき、所定期間だけ前
記インジケータの発光部を点灯した後、前記インジケータの発光部を消灯することを特徴
とする請求項４記載の通信状態報知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は近接無線通信を実行する電子機器および同機器に適用される通信状態報知方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＩＣカード、携帯電話機等においては、ＮＦＣのような無線通信が利用され始め
ている。ユーザは、ＩＣカードまたは携帯電話をホスト装置のリーダ／ライタ部にかざす
といった操作を行うだけで、認証処理、課金等のための通信を容易に行うことができる。
【０００３】
　最近では、より高速の通信が可能な新たな近接無線通信技術が開発され始めている。こ
の新たな近接無線通信技術は、デバイス同士を近づけるだけで、認証、課金サービスのみ
ならず、文書データ、画像データ、オーディオデータといったデータファイルをそれらデ
バイス間で交換することを可能にする。
【０００４】
　認証処理サービス等のための無線通信に要する時間は一瞬（例えば高々数秒）であるが
、近接無線通信によって大容量のファイルのようなデータを転送する場合においては、無
線通信に要する時間は比較的長くなる。ファイルのデータサイズによっては、そのファイ
ルの転送に数十秒から数分程度の通信時間が要されることもある。
【０００５】
　特許文献１には、通信回線を介して外部の通信処理装置との接続が開始されると、スピ
ーカからチャイム音を出力する通信処理装置が開示されている。ユーザは、チャイム音に
より通信処理装置間の接続開始を容易に判別でき、情報を効率よく伝送することができる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平１１－１７８３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　ところで、近接無線通信では通信中、デバイス同士が近づけられた状態に維持される必
要がある。コンテンツデータの伝送等の通信中にユーザが誤ってデバイスを離すと、デバ
イス間の接続が解除され、伝送は失敗する。また、伝送に要する通信時間は伝送するコン
テンツデータのデータサイズや機器間の伝送レート等によって随時変化する。したがって
、ユーザによる通信中の誤操作を防ぐためには、ユーザに対して通信の状態や切り替わり
を適切に報知する必要がある。
【０００８】
　本発明は上述の事情を考慮してなされたものであり、通信の状態や切り替わりを適切に
報知できる電子機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の課題を解決するため、本発明の電子機器は、近接無線通信を実行する通信モジュ
ールと、前記通信モジュールと外部デバイスとの間におけるネゴシエーションによって、
前記通信モジュールと前記外部デバイスとの間で伝送される一つ以上のコンテンツに関す
るコンテンツ情報を取得するコンテンツ情報取得手段と、前記通信モジュールと前記外部
デバイスとの間で前記一つ以上のコンテンツを伝送する際、前記取得したコンテンツ情報
に基づき、前記コンテンツが伝送されている期間中、インジケータの発光部を点滅又は点
灯する通信状態報知手段とを具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、通信の状態や切り替わりを適切に報知できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子機器のシステム構成を示すブロック図。
【図２】同実施形態の電子機器で用いられる通信制御プログラムの構成を示すブロック図
。
【図３】同実施形態の電子機器の外観を示す斜視図。
【図４】同実施形態の電子機器と外部デバイスとの間で実行される近接無線通信の例を示
す図。
【図５】同実施形態の電子機器と外部デバイスとの間で実行される通信シーケンスを示す
図。
【図６】同実施形態の電子機器に設けられた通信状態報知部によって報知される通信状況
の例を示す図。
【図７】同実施形態の電子機器に設けられた通信状態報知部によって報知される通信状況
の例を示す別の図。
【図８】同実施形態の電子機器によって実行される通信処理の手順を説明するフローチャ
ート。
【図９】同実施形態の電子機器によって実行される通信処理の詳細な手順を説明するフロ
ーチャート。
【図１０】同実施形態の電子機器によって実行される通信処理の別の詳細な手順を説明す
るフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　図１は、本発明の一実施形態に係る電子機器の構成を示している。この電子機器１０は
、例えば、携帯機器（例えば、携帯電話機、ＰＤＡ、オーディオプレーヤ等）、パーソナ
ルコンピュータ、またはコンシューマ機器（例えば、ＴＶ、ビデオレコーダ等）として実
現される。この電子機器１０は、システム制御部１１、メモリ１２、ストレージデバイス
１３、入力部１４、液晶表示装置（ＬＣＤ）１５、サウンドコントローラ１６、スピーカ
１７、インジケータ１８、電源制御部１９、および近接無線通信デバイス２０を備える。
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【００１３】
　システム制御部１１は、電子機器１０内の各部の動作を制御する。システム制御部１１
は、メモリ１２、ストレージデバイス１３、入力部１４、ＬＣＤ１５、サウンドコントロ
ーラ１６、インジケータ１８、電源制御部１９、および近接無線通信デバイス２０に接続
されている。システム制御部１１は、ＣＰＵ１０１ａを備えている。
【００１４】
　ＣＰＵ１０１ａは、ストレージデバイス１３からメモリ１２にロードされる、オペレー
ティングシステムおよび各種アプリケーションプログラム／ユーティリティプログラムを
実行するプロセッサである。アプリケーションプログラム／ユーティリティプログラムの
中には、近接無線通信デバイス２０の通信動作を制御する通信制御プログラム１２ａ等が
含まれている。通信制御プログラム１２ａは、近接無線通信デバイス２０によって実行さ
れる近接無線通信の状態（データ伝送の開始、データ伝送の完了、伝送レート、等）を音
又は光によってユーザに提示する通信状態報知機能を有している。
【００１５】
　ストレージデバイス１３は、例えば、ハードディスクドライブや不揮発性半導体メモリ
から構成されている。入力部１４は、ＣＰＵ１０１ａに与えるべきデータ及び指示を入力
するための入力デバイスである。この入力部１４は、例えば、キーボード、複数のボタン
スイッチ、またはポインティングデバイス等によって実現される。
【００１６】
　ＬＣＤ１５は、電子機器１０のディスプレイモニタとして使用される表示装置である。
サウンドコントローラ１６はＣＰＵ１０１ａから送信されるオーディオデータに対応する
音を出力するための音源回路である。サウンドコントローラ１６はＣＰＵ１０１ａから送
信されるオーディオデータをデジタルオーディオ信号からアナログオーディオ信号に変換
し、そのアナログオーディオ信号をスピーカ１７に出力する。スピーカ１７はアナログオ
ーディオ信号に対応する音を出力する。
【００１７】
　インジケータ１８は近接無線通信デバイス２０によって実行される近接無線通信の状態
を提示する。このインジケータ１８は、ＬＥＤのような発光部を備えている。
【００１８】
　電源制御部１９は、ＡＣアダプタ３０を介して外部から供給される電力、または電子機
器１０内に設けられたバッテリ１９ｂから供給される電力を用いて、電子機器１０内の各
部に電力を供給する。換言すれば、電子機器１０は、ＡＣ商用電源のような外部電源、ま
たはバッテリ１９ｂによって駆動される。ＡＣアダプタ３０は、電子機器１０内に設ける
こともできる。電源制御部１９は、ユーザによる電源スイッチ（Ｐ－ＳＷ）１９ａの操作
に応じて、電子機器１０をパワーオンまたはパワーオフする。
【００１９】
　近接無線通信デバイス２０は、近接無線通信を実行する通信モジュールである。近接無
線通信デバイス２０は、近接無線通信デバイス２０から所定の距離内に存在する、近接無
線通信機能を有する別のデバイス（外部デバイス）との無線接続を確立し、そしてファイ
ルのようなデータの伝送を開始する。近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの間の
近接無線通信は、ピアツーピア形式で実行される。通信可能距離は例えば３ｃｍである。
近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの間の無線接続は、近接無線通信デバイス２
０と外部デバイスとの間の距離が通信可能距離（例えば３ｃｍ）以内に接近した場合にの
み可能となる。近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとが通信可能距離以内に接近し
た時、近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの間の無線接続が確立される。そして
、ユーザによって明示的に指定されたデータファイル、または予め決められた同期対象デ
ータファイル等のデータの伝送が近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの間で実行
される。
【００２０】
　近接無線通信においては、誘導電界が用いられる。近接無線通信方式としては、例えば
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Transfer JETを使用し得る。Transfer JETは、UWBを利用した近接無線通信方式であり、
高速データ転送を実現することができる。
【００２１】
　近接無線通信デバイス２０はＰＨＹ／ＭＡＣ部２０ａとアンテナ２０ｂとを備える。Ｐ
ＨＹ／ＭＡＣ部２０ａは、ＣＰＵ１０１ａにより実行された通信制御プログラム１２ａの
制御を受けて、動作する。ＰＨＹ／ＭＡＣ部２０ａは、アンテナ２０ｂを介して、外部デ
バイスとの通信を行う。アンテナ２０ｂはカプラと称される電極であり、誘導電界を用い
た無線信号により、外部デバイスに対するデータの送受信を行う。外部デバイスがアンテ
ナ２０ｂから通信可能距離（例えば３ｃｍ）以内の範囲内に接近した場合、近接無線通信
デバイス２０および外部デバイスそれぞれのアンテナ（カプラ）間が誘導電界によって結
合され、これによって近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの間の無線通信が実行
可能となる。なお、近接無線通信デバイス２０およびアンテナ２０ｂは、一つのモジュー
ルとして実現し得る。
【００２２】
　次に、図２を参照して、通信制御プログラム１２ａの構成について説明する。
【００２３】
　通信制御プログラム１２ａは、制御部１１１、コンテンツ情報取得部１１２、ＩＤ検出
部１１３、伝送レート保存部１１４、伝送時間算出部１１５、音声出力制御部１１６、光
出力制御部１１７、及び通信状態報知部１１８を備えている。
【００２４】
　制御部１１１は近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの間の通信シーケンスを制
御する。近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの間の無線通信（近接無線通信）は
、（１）接続フェーズ、（２）ネゴシエーションフェーズ、（３）データ伝送フェーズと
いう手順で実行される。
【００２５】
　接続フェーズでは、接続要求信号およびこの接続要求信号に対する応答信号が近接無線
通信デバイス２０と外部デバイスとの間で送受信される。すなわち、近接無線通信では、
２つのデバイスの一方は接続要求信号を送信する。他方のデバイスは接続要求信号を検出
する処理を所定時間間隔毎に実行する。他方のデバイスが一方のデバイスからの接続要求
信号を検出することにより、２つのデバイス間の無線接続を確立することができる。
【００２６】
　ネゴシエーションフェーズでは、例えば伝送対象のコンテンツデータ（文書データファ
イル、画像データファイル、オーディオデータファイル等）に関する情報（伝送対象のフ
ァイルのデータサイズ、伝送対象のデータファイルの個数、伝送対象のファイルの種類）
がデバイス間で交換される。
【００２７】
　データ伝送フェーズでは、伝送対象のデータ（コンテンツデータ）が送信元デバイスか
ら転送先デバイスに伝送される。
【００２８】
　コンテンツ情報取得部１１２は、伝送対象のデータであるコンテンツデータ（ファイル
）の情報をコンテンツ情報として取得する。コンテンツ情報は、伝送対象のファイルのデ
ータサイズ、伝送対象のファイルの個数、及び伝送対象のファイルの種類等を示す情報で
ある。コンテンツ情報取得部１１２は、ネゴシエーションフェーズ中に外部デバイスとコ
ンテンツ情報を交換する。コンテンツ情報取得部１１２により取得されたコンテンツ情報
は、伝送時間算出部１１５、音声出力制御部１１６、及び光出力制御部１１７の各々へ送
出される。
【００２９】
　ＩＤ検出部１１３は、通信対象の外部デバイスの識別子（ＩＤ）を検出する。識別子（
ＩＤ）は、外部デバイスを識別するためのデバイス識別情報である。近接無線通信機能を
有するデバイスそれぞれにはユニークなデバイスＩＤが割り当てられている。外部デバイ
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スからの接続要求信号または外部デバイスからの応答信号は当該外部デバイスのデバイス
ＩＤを含み得る。この場合、ＩＤ検出部１１３は、接続フェーズの期間中に受信される接
続要求信号または応答信号から、通信対象の外部デバイスのデバイスＩＤを取得すること
により、通信対象の外部デバイスのデバイスＩＤを検出することができる。ＩＤ検出部１
１３によって検出されたデバイスＩＤは、伝送レート保存部１１４、及び伝送レート算出
部１１５の各々に送出される。
【００３０】
　伝送レート保存部１１４は、通信対象の外部デバイスと近接無線通信デバイス２０との
間の近接無線通信によって伝送されるデータの伝送レートを、通信対象の外部デバイスの
識別子（デバイスＩＤ）と関連付けてストレージデバイス１３内のデータベース２０１に
保存する。
【００３１】
　具体的には、伝送レート保存部１１４は、データ伝送フェーズの期間中におけるデータ
の伝送レートをＩＤ検出部１１３によって検出されるデバイスＩＤと関連づけてデータベ
ース２０１に保存する。伝送レートは、例えば、データ伝送フェーズの期間中、近接無線
通信デバイス２０のＰＨＹ／ＭＡＣ部２０ａと協働して、単位時間毎にデータの伝送量（
送信データ量または受信データ量）を測定することで取得される。
【００３２】
　通信対象の外部デバイスのデバイスＩＤに関連付けられた伝送レートが、データベース
２０１に既に保存されている場合には、伝送レート保存部１１４は、データベース２０１
に保存された伝送レートを新たに測定した伝送レートに更新する処理、又は、データベー
ス２０１に保存された伝送レートと新たに測定した伝送レートとを平均した値に更新する
処理等を実行する。このような更新処理により、データベース２０１に保存される伝送レ
ートを実際の伝送レートに近づけることができる。
【００３３】
　伝送時間算出部１１５は、伝送対象のコンテンツデータを通信対象の外部デバイスへ送
信するためにかかる伝送時間を推定する。具体的には、伝送時間算出部１１５は、近接無
線通信が新たに実行される場合、近接無線通信の新たな通信相手となる外部デバイスのデ
バイスＩＤに関連付けられた伝送レートをデータベース２０１から取得する。通信相手と
なる外部デバイスのデバイスＩＤに関連付けられた伝送レートがデータベース２０１に格
納されていない場合は、予め設定された基準レートを伝送レートとして使用する。そして
、伝送時間算出部１１５は、コンテンツ情報取得部１１２から入力された伝送対象のコン
テンツデータのデータサイズを取得した伝送レートで除した値を、伝送時間として算出す
る。算出した伝送時間は、音声出力制御部１１６及び光出力制御部１１７へ送出される。
【００３４】
　音声出力制御部１１６は、通信状態報知部１１８によりスピーカ１７から出力される音
声をコンテンツ情報及び伝送時間に基づいて制御する。スピーカ１７から出力される音声
は、伝送の開始や完了等の通信状態の切り替わりを示す。音声出力制御部１１６は、通信
状態が切り替わると、伝送の開始を示す開始音（伝送開始メロディ）や伝送の完了を示す
終了音（伝送終了メロディ）を出力するタイミングや期間等を制御する信号を通信状態報
知部１１８へ送出する。
【００３５】
　光出力制御部１１７は、通信状態報知部１１８によりインジケータ１８から出力される
光、つまり、インジケータ１８のＬＥＤの点灯又は点滅を、コンテンツ情報及び伝送時間
に基づいて制御する。インジケータ１８のＬＥＤは、点灯、点滅、及び消灯されるそれぞ
れの期間によって、一つの通信状態を表す。光出力制御部１１７は、伝送の開始や完了、
データが伝送中であること等の通信状態によって、ＬＥＤの点灯（点滅）を行うタイミン
グや期間等を制御する信号を通信状態報知部１１８へ送出する。
【００３６】
　通信状態報知部１１８は、近接無線通信デバイス２０によって実行中の近接無線通信に
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よる通信状態をユーザに通知するための処理を実行する。通信状態報知部１１８は、音声
出力制御部１１６から入力される制御信号に従って、コンテンツデータの伝送の開始及び
完了をそれぞれ示す開始音と終了音とをスピーカ１７から出力する。また、通信状態報知
部１１８は、光出力制御部１１７から入力される制御信号に従って、コンテンツデータの
伝送の開始や完了、伝送中を示すインジケータ１８のＬＥＤの点灯又は点滅を行う。
【００３７】
　なお、図２では、通信状態報知部１１８、音声出力制御部１１６、及び光出力制御部１
１７は異なるモジュールとして示されているが、通信状態報知部１１８、音声出力制御部
１１６、及び光出力制御部１１７を一つのモジュールとして実現してもよい。
【００３８】
　次に、図３を参照して、電子機器１０がポータブルパーソナルコンピュータとして実現
されている場合を想定して、電子機器１０の外観の例を説明する。
【００３９】
　図３は、電子機器１０の外観を示す斜視図である。
【００４０】
　電子機器１０は、本体４１と、ディスプレイユニット４２とを備えている。ディスプレ
イユニット４２は、本体４１に対し、本体４１の上面が露出される開放位置と本体４１の
上面がディスプレイユニット４２によって覆われる閉塞位置との間を回動自在に取り付け
られている。ディスプレイユニット４２内には、上述のＬＣＤ１５が設けられている。
【００４１】
　本体４１は薄い箱状の筐体を有している。本体４１の筐体の上面には、キーボード１４
ａ、タッチパッド１４ｂ、スピーカ１７ａ，１７ｂ、インジケータ１８、電源スイッチ１
９ａ等が配置されている。
【００４２】
　本体４１の上面、具体的には、本体４１の上面上のパームレスト領域の一部は、通信面
として機能する。すなわち、近接無線通信デバイス２０およびアンテナ（カプラ）２０ｂ
は、本体４１の上面に対向して本体４１内に設けられている。アンテナ（カプラ）２０ｂ
は、本体４１の上面（具体的には、本体４１の上面上のパームレスト領域の一部）を介し
て、無線信号（誘導電界）を外部に出力するように配置されている。アンテナ（カプラ）
２０ｂに対向する本体４１の上面上の小領域、つまり本体４１の上面上においてアンテナ
（カプラ）２０ｂの上方に位置する小領域は、通信位置として使用される。近接無線通信
デバイス２０は、本体４１の上面上の通信位置から所定の無線通信可能距離（例えば３ｃ
ｍ）内に存在する外部デバイスとの近接無線通信を本体４１の上面を介して実行する。
【００４３】
　ユーザは、例えば、近接無線通信機能を有する外部デバイスを本体４１の上面上の通信
位置上にかざすという操作（タッチ操作とも云う）を行うことにより、外部デバイスと電
子機器１０との間のデータ転送を開始させることができる。
【００４４】
　図４は、携帯電話５０と電子機器１０との間で実行される近接無線通信の様子が示され
ている。携帯電話５０の筐体内には、その筐体の背面に対向して近接無線通信用のアンテ
ナ（カプラ）５０ｂが設けられている。この場合、携帯電話５０の筐体の背面を電子機器
１０の本体４１の上面上の通信位置上にかざすことにより、携帯電話５０と電子機器１０
との間のデータ転送を開始させることができる。
【００４５】
　次に、図５を参照して、電子機器１０と外部デバイスとの間で実行される通信シーケン
スを説明する。
【００４６】
　ここでは、デバイス１とデバイス２との間で近接無線通信を実行する場合を想定する。
デバイス１，２の内、通信を開始したい側のデバイス、例えばデバイス１は、接続要求信
号（Connect）を送信する。この接続要求信号には、デバイス１のデバイスＩＤ（例えば
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、デバイス１内に設けられた近接無線通信デバイスのデバイスＩＤ）を含めることができ
る。デバイス２は接続要求信号を検出する処理を定期的に実行する。デバイス１とデバイ
ス２とが近接している場合、デバイス２は、デバイス１から送信される接続要求信号を検
出することができる。接続要求信号を検出した時、デバイス２は、接続要求信号に対する
応答信号（Ack）をデバイス１に送信する。応答信号（Ack）には、デバイス２のデバイス
ＩＤ（例えば、デバイス２内に設けられた近接無線通信デバイスのデバイスＩＤ）を含め
ることができる。デバイス１はデバイス２から送信される応答信号（Ack）を検出するこ
とができる。このように、デバイス１とデバイス２との間で接続要求信号／応答信号を送
受信することにより、デバイス１とデバイス２との間の無線接続が確立される。
【００４７】
　次いで、デバイス１とデバイス２との間でネゴシエーション処理が実行される。このネ
ゴシエーション処理では、伝送対象のコンテンツに関する情報がデバイス１とデバイス２
との間で交換される。この後、デバイス１とデバイス２との間でデータの伝送が開始され
る。
【００４８】
　電子機器１０は、上述のデバイス１またはデバイス２のどちらとしても機能し得る。
【００４９】
　次に、図６を参照して、電子機器１０に設けられた通信状態報知部１１８によって報知
される通信状況の例を説明する。
【００５０】
　ここでは、電子機器１０と外部デバイスとの間で伝送されるコンテンツデータが、ごく
短時間、例えば、所定の時間未満で伝送可能である場合を想定する。
【００５１】
　ユーザのタッチ操作により、電子機器１０と外部デバイスとが近づけられると、電子機
器１０と外部デバイスとの接続が確立され、コンテンツデータの伝送が可能となる。そし
て、コンテンツデータの伝送開始と同時に、通信状態報知部１１８はインジケータ１８の
ＬＥＤを点灯させ、ユーザへ伝送の開始を報知する。通信状態報知部１１８は、コンテン
ツデータが伝送されている期間中、インジケータ１８のＬＥＤを点滅させる。コンテンツ
データの伝送が終了すると、通信状態報知部１１８は、インジケータ１８のＬＥＤを所定
の期間だけ点灯した後、消灯し、また、伝送完了を示す終了音を再生してスピーカ１７か
ら出力する。これによりユーザに対して、コンテンツデータの伝送の完了を報知すること
ができる。終了音には開始音とは異なるメロディを用い、ユーザは音のみでも伝送の開始
と終了とを判別することができる。ユーザが伝送の完了を確認して電子機器１０と外部デ
バイスとを所定距離（３ｃｍ）以上離すと、機器間の接続が解除される。
【００５２】
　コンテンツデータの伝送に要する時間がごく短時間である場合（例えば、一瞬で伝送が
完了する場合）には、伝送の開始を示す開始音と伝送の完了を示す終了音の両方を出力す
ると、開始音と終了音とが重複したり、終了音が実際の伝送完了よりも遅れて再生されて
しまうことがある。これは、ユーザの混乱を招いたり、開始音と終了音の重複による不協
和音をユーザが不快に感じるといった問題を生じる。このため、コンテンツデータの伝送
に要する時間が所定の時間未満である場合には、上述のように、開始音の出力を抑制し、
終了音を出力する通信状態報知処理を実行することで、ユーザに対してコンテンツデータ
の伝送状態を混乱なく報知することができる。なお、開始音の出力を抑制する場合、電子
機器１０は開始音を出力しない、又は通常よりも短い期間だけ開始音を出力する。
【００５３】
　図７は、電子機器１０に設けられた通信状態報知部１１８によって報知される通信状況
の別の例を示す。
【００５４】
　ここでは、電子機器１０と外部デバイスとの間で伝送されるコンテンツデータが大きい
場合、例えば伝送に要する時間が所定の時間以上である場合を想定する。
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【００５５】
　ユーザのタッチ操作により、電子機器１０と外部デバイスとが近づけられると、コンテ
ンツデータの伝送が可能となる。そして、コンテンツデータの伝送開始と同時に、通信状
態報知部１１８はインジケータ１８のＬＥＤを点滅させ、且つスピーカ１７から開始音を
出力し、ユーザへ伝送の開始を報知する。コンテンツデータの伝送が終了すると、通信状
態報知部１１８は、インジケータ１８のＬＥＤを一定時間だけ点灯させた後、消灯し、ま
た、伝送完了を示す終了音をスピーカ１７から出力する。終了音には開始音とは異なるメ
ロディを用い、ユーザは音のみでも伝送の開始と終了とを判別することができる。ユーザ
が伝送の完了を確認して電子機器１０と外部デバイスとを所定距離（３ｃｍ）以上離すと
、機器間の接続が解除される。
【００５６】
　以上により通信状態報知部１１８は、インジケータ１８のＬＥＤの点灯及び点滅とスピ
ーカ１７から出力されるメロディとから、コンテンツデータの伝送が開始されたこと、コ
ンテンツデータが伝送中であること、そして、コンテンツデータの伝送が終了したことを
ユーザへ報知することができる。
【００５７】
　上述のようにコンテンツデータの伝送に多少時間を要する場合（例えば、数十秒程度要
する場合）には、伝送の完了を示す終了音だけの出力では、接続が確立されたかどうか、
また、伝送が開始されたかどうかをユーザが認識できず、伝送中にユーザがデバイスを離
してしまうといった誤操作を招く可能性がある。したがって、コンテンツデータの伝送に
多少時間を要する場合には、コンテンツの伝送の開始を示す開始音とコンテンツの伝送の
完了を示す終了音とを出力する第１の通信状態報知処理を実行し、且つ、開始音及び終了
音にそれぞれ別々のメロディを用いて、ユーザが伝送の開始と完了とを判別できるように
する。開始音及び終了音に用いるメロディは、例えば、開始音に短いメロディを用い、終
了音に長いメロディを用いる。一方、コンテンツデータの伝送が短時間で完了する場合に
は、開始音と終了音との重複といった不具合の発生を防止するために、開始音の出力を抑
制し、終了音のみを出力する第２の通信状態報知処理を実行する。
【００５８】
　つまり、電子機器１０は、取得したコンテンツ情報に基づいて、コンテンツの伝送に要
する伝送時間がしきい値を超えるか否かを判定し、伝送時間がしきい値を超える場合、第
１の通信状態報知処理を実行し、伝送時間がしきい値を超えない場合、第２の通信状態報
知処理を実行する。
【００５９】
　次に、図８のフローチャートを参照して、電子機器１０によって実行される通信処理の
手順の例を説明する。
【００６０】
　近接無線通信方式の接続モードには、ＩｎｉｔｉａｔｏｒモードとＲｅｓｐｏｎｄｅｒ
モードがある。Ｉｎｉｔｉａｔｏｒモードに設定されたデバイス、つまりＩｎｉｔｉａｔ
ｏｒは、マスタデバイスとして機能して、別のデバイスに対して接続要求を送信する。Ｒ
ｅｓｐｏｎｄｅｒモードに設定されたデバイス、つまりＲｅｓｐｏｎｄｅｒは、スレーブ
デバイスとして機能して、Ｉｎｉｔｉａｔｏｒから送信される接続要求を検出する。Ｉｎ
ｉｔｉａｔｏｒとＲｅｓｐｏｎｄｅｒとが近接されることによって、それらＩｎｉｔｉａ
ｔｏｒとＲｅｓｐｏｎｄｅｒとの間の接続が確立される。通信制御プログラム１０２ａは
、近接無線通信デバイス２０を制御し、近接無線通信デバイス２０の接続モードを、Ｉｎ
ｉｔｉａｔｏｒモードまたはＲｅｓｐｏｎｄｅｒモードに設定する。
【００６１】
　近接無線通信デバイス２０がＩｎｉｔｉａｔｏｒモードに設定された場合、近接無線通
信デバイス２０は、接続要求信号を外部デバイスに送信する（ステップＳ１０１）。接続
要求信号には、近接無線通信デバイス２０のデバイスＩＤが含まれている。そして、近接
無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの応答信号を待つ。外部デバイスからの応答
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信号を受信すると（ステップＳ１０２）、近接無線通信デバイス２０と外部デバイスとの
間の無線接続が確立される。
【００６２】
　一方、近接無線通信デバイス２０がＲｅｓｐｏｎｄｅｒモードに設定された場合、近接
無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの接続要求信号を検出する処理を定期的に実
行する（ステップＳ１０１）。接続要求信号には、外部デバイスのデバイスＩＤが含まれ
ている。そして、近接無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの接続要求信号を受信
すると、近接無線通信デバイス２０のデバイスＩＤが付加された応答信号を外部デバイス
に送信する（ステップＳ１０２）。
【００６３】
　通信制御プログラム１０２ａは、通信相手となる外部デバイスとのネゴシエーション処
理を実行し、伝送すべきコンテンツデータを決定する。また、このネゴシエーション処理
によって、通信制御プログラム１０２ａは、伝送対象のコンテンツデータに関する情報で
あるコンテンツ情報を取得する（ステップＳ１０３）。電子機器１０から外部デバイスへ
コンテンツデータを送信する場合、通信制御プログラム１０２ａは、伝送対象のコンテン
ツデータに基づいてコンテンツ情報を生成する。電子機器１０が外部デバイスからコンテ
ンツデータを受信する場合、通信制御プログラム１０２ａは、ネゴシエーション処理にお
いて外部デバイスから送信されるデータに含まれるコンテンツ情報を取得する。コンテン
ツ情報は、伝送対象のコンテンツデータの各種の属性を表す情報である。具体的には、コ
ンテンツ情報は例えば、伝送対象のファイルのデータサイズ、伝送対象のデータファイル
の個数、及び伝送対象のファイルの種類等を示す情報である。
【００６４】
　通信制御プログラム１０２ａは、コンテンツ情報に基づき、コンテンツデータの伝送の
開始を示す開始音（伝送開始メロディ）を出力するかどうかを判定する（ステップＳ１０
４）。通信制御プログラム１０２ａは、コンテンツ情報からデータの伝送がごく短時間で
終了すると推定される場合には開始音を出力せず、そうでない場合には開始音を出力する
。したがって例えば、通信制御プログラム１０２ａは、伝送時間が所定時間よりも短い場
合、伝送対象のファイルの個数が所定個よりも少ない場合、伝送対象のファイルのデータ
サイズが所定のサイズよりも小さい場合、又は伝送対象のファイルの種類が所定の形式で
ない場合等に、開始音を出力しない。
【００６５】
　コンテンツデータの伝送の開始を示す開始音を出力する場合（ステップＳ１０４のＹＥ
Ｓ）、通信制御プログラム１０２ａは開始音をスピーカ１７から出力する（ステップ１０
５）。
【００６６】
　ステップＳ１０５により開始音を出力した後、又はコンテンツデータの伝送の開始を示
す開始音を出力しない場合（ステップＳ１０４のＮＯ）、通信制御プログラム１０２ａは
、伝送対象のコンテンツデータの伝送処理を実行する（ステップＳ１０６）。コンテンツ
データの伝送が完了すると、通信制御プログラム１０２ａは終了音をスピーカ１７から出
力する（ステップＳ１０７）。
【００６７】
　以上の処理により、コンテンツデータの伝送に要する伝送時間がごく短い場合には開始
音を出力せず、コンテンツデータの伝送に要する伝送時間が長い場合には開始音を出力す
る通信状態報知処理を実行することで、コンテンツデータの伝送状況をユーザへ適切に通
知することができる。なお、コンテンツデータの伝送に要する伝送時間がごく短い場合に
は、通常の開始音を途中まで再生する、又は通常の開始音よりも再生期間の短い開始音を
再生する等により開始音を出力してもよい。
【００６８】
　また、上述のフローチャートではスピーカ１７から出力される音声による報知にのみ言
及したが、インジケータ１８のＬＥＤの点灯及び点滅による報知についても同様に、コン
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テンツ情報及び伝送時間に基づいて制御することができる。
【００６９】
　次に、図９を参照して、電子機器１０によって実行される通信処理の詳細な手順を説明
する。
【００７０】
　近接無線通信方式の接続モードには、上述したようにＩｎｉｔｉａｔｏｒモードとＲｅ
ｓｐｏｎｄｅｒモードがある。近接無線通信デバイス２０がＩｎｉｔｉａｔｏｒモードに
設定された場合、近接無線通信デバイス２０は、接続要求信号を外部デバイスに送信する
（ステップＳ２０１）。接続要求信号には、近接無線通信デバイス２０のデバイスＩＤが
含まれている。そして、近接無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの応答信号を待
つ。外部デバイスからの応答信号を受信すると（ステップＳ２０２）、近接無線通信デバ
イス２０と外部デバイスとの間の無線接続が確立される。
【００７１】
　一方、近接無線通信デバイス２０がＲｅｓｐｏｎｄｅｒモードに設定された場合、近接
無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの接続要求信号を検出する処理を定期的に実
行する（ステップＳ２０１）。接続要求信号には、外部デバイスのデバイスＩＤが含まれ
ている。そして、近接無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの接続要求信号を受信
すると、近接無線通信デバイス２０のデバイスＩＤが付加された応答信号を外部デバイス
に送信する（ステップＳ２０２）。
【００７２】
　通信制御プログラム１０２ａは、受信された接続要求信号または応答信号から外部デバ
イスのデバイスＩＤを取得することにより、通信相手となる外部デバイスのデバイスＩＤ
を検出する（ステップＳ２０３）。通信制御プログラム１０２ａは、通信相手となる外部
デバイスのデバイスＩＤをキーとして使用することによってデータベース２０１を検索し
て、通信相手となる外部デバイスに対応する伝送レートがデータベース２０１に格納され
ているか否かを判定する（ステップＳ２０４）。
【００７３】
　外部デバイスに対応する伝送レートがデータベース２０１に格納されている場合（ステ
ップＳ２０４のＹＥＳ）、通信制御プログラム１０２ａは、データベース２０１から外部
デバイスに対応する伝送レートを取得する（ステップＳ２０５）。外部デバイスに対応す
る伝送レートがデータベース２０１に格納されていない場合（ステップＳ２０４のＮＯ）
、通信制御プログラム１０２ａは、例えば、予め決められた基準レートを、通信相手とな
る外部デバイスに対応する伝送レートとして使用する（ステップＳ２０６）。
【００７４】
　次いで、通信制御プログラム１０２ａは、データ伝送の開始に先立って、通信相手とな
る外部デバイスとのネゴシエーション処理を実行し、伝送すべきコンテンツデータを決定
する。また、このネゴシエーション処理によって、通信制御プログラム１０２ａは、伝送
対象のコンテンツデータに関する情報であるコンテンツ情報を取得する（ステップＳ２０
７）。電子機器１０から外部デバイスへコンテンツデータを送信する場合、通信制御プロ
グラム１０２ａは、伝送対象のコンテンツデータに基づいてコンテンツ情報を生成する。
電子機器１０が外部デバイスからコンテンツデータを受信する場合、通信制御プログラム
１０２ａは、ネゴシエーション処理において外部デバイスから送信されるデータに含まれ
るコンテンツ情報を取得する。コンテンツ情報は、伝送対象のコンテンツデータの各種の
属性を表す情報である。具体的には、コンテンツ情報は例えば、伝送対象のファイルのデ
ータサイズ、伝送対象のデータファイルの個数、及び伝送対象のファイルの種類等を示す
情報である。
【００７５】
　通信制御プログラム１０２ａは、外部デバイスに対応する伝送レートと伝送対象のコン
テンツデータのデータサイズとから、伝送時間を推定する（ステップＳ２０８）。具体的
には、通信制御プログラム１０２ａは、コンテンツデータのデータサイズを伝送レートで
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除した値を推定伝送時間として算出する。
【００７６】
　そして、通信制御プログラム１０２ａは、推定伝送時間又はコンテンツ情報に基づいて
、コンテンツデータの伝送の開始を示す開始音を出力するか否かを以下のように判定する
。通信制御プログラム１０２ａは、まず、推定伝送時間がしきい値ＴＨｔ以上であるか否
かを判定する（ステップＳ２０９）。推定伝送時間がしきい値ＴＨｔ以上でない場合（ス
テップＳ２０９のＮＯ）、通信制御プログラム１０２ａは、コンテンツデータのデータサ
イズがしきい値ＴＨｓ以上であるか否かを判定する（ステップＳ２１０）。コンテンツデ
ータのデータサイズがしきい値ＴＨｓ以上でない場合（ステップＳ２１０のＮＯ）、通信
制御プログラム１０２ａは、伝送対象のコンテンツ（ファイル）の個数がしきい値ＴＨｎ

以上であるか否かを判定する（ステップＳ２１１）。伝送対象のコンテンツの個数がしき
い値ＴＨｎ以上でない場合（ステップＳ２１１のＮＯ）、通信制御プログラム１０２ａは
、伝送の開始を示す開始音を出力しない。
【００７７】
　一方、推定伝送時間がしきい値ＴＨｔ以上である場合（ステップＳ２０９のＹＥＳ）、
コンテンツデータのデータサイズがしきい値ＴＨｓ以上である場合（ステップＳ２１０の
ＹＥＳ）、又は、伝送対象のコンテンツの個数がしきい値ＴＨｎ以上である場合（ステッ
プＳ２１１のＹＥＳ）、通信制御プログラム１０２ａは、伝送の開始を示す開始音をスピ
ーカ１７から出力する（ステップＳ２１２）。
【００７８】
　そして、通信制御プログラム１０２ａは伝送対象のコンテンツデータを伝送する処理を
実行する（ステップＳ２１３）。伝送対象のコンテンツデータの伝送が完了すると、通信
制御プログラム１０２ａは、伝送の完了を示す終了音をスピーカ１７から出力する（ステ
ップＳ２１４）。
【００７９】
　以上の処理により、コンテンツデータの伝送に要する伝送時間、コンテンツデータのサ
イズ、及びコンテンツの個数に基づいて、コンテンツデータの伝送状況の切り替わりを適
切に報知することができる。なお、上述のフローチャートでは、算出した伝送時間に基づ
いて通信状態の報知を制御したが、データベース２０１から取得した伝送レートに基づい
て通信状態の報知を制御してもよい。また、各しきい値は開始音の再生期間の長さ等に基
づいて適宜設定可能である。
【００８０】
　図１０は、電子機器１０によって実行される通信処理の別の詳細な手順を示すフローチ
ャートである。
【００８１】
　近接無線通信方式の接続モードには、上述したようにＩｎｉｔｉａｔｏｒモードとＲｅ
ｓｐｏｎｄｅｒモードがある。近接無線通信デバイス２０がＩｎｉｔｉａｔｏｒモードに
設定された場合、近接無線通信デバイス２０は、接続要求信号を外部デバイスに送信する
（ステップＳ３０１）。接続要求信号には、近接無線通信デバイス２０のデバイスＩＤが
含まれている。そして、近接無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの応答信号を待
つ。外部デバイスからの応答信号を受信すると（ステップＳ３０２）、近接無線通信デバ
イス２０と外部デバイスとの間の無線接続が確立される。
【００８２】
　一方、近接無線通信デバイス２０がＲｅｓｐｏｎｄｅｒモードに設定された場合、近接
無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの接続要求信号を検出する処理を定期的に実
行する（ステップＳ３０１）。接続要求信号には、外部デバイスのデバイスＩＤが含まれ
ている。そして、近接無線通信デバイス２０は、外部デバイスからの接続要求信号を受信
すると、近接無線通信デバイス２０のデバイスＩＤが付加された応答信号を外部デバイス
に送信する（ステップＳ３０２）。
【００８３】
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　通信制御プログラム１０２ａは、受信された接続要求信号または応答信号から外部デバ
イスのデバイスＩＤを取得することにより、通信相手となる外部デバイスのデバイスＩＤ
を検出する（ステップＳ３０３）。
【００８４】
　次いで、通信制御プログラム１０２ａは、通信相手となる外部デバイスとのネゴシエー
ション処理を実行し、伝送すべきコンテンツデータを決定する。また、このネゴシエーシ
ョン処理によって、通信制御プログラム１０２ａは、伝送対象のコンテンツデータに関す
る情報であるコンテンツ情報を取得する（ステップＳ３０４）。電子機器１０から外部デ
バイスへコンテンツデータを送信する場合、通信制御プログラム１０２ａは、伝送対象の
コンテンツデータに基づいてコンテンツ情報を生成する。電子機器１０が外部デバイスか
らコンテンツデータを受信する場合、通信制御プログラム１０２ａは、ネゴシエーション
処理において外部デバイスから送信されるデータに含まれるコンテンツ情報を取得する。
コンテンツ情報は、伝送対象のコンテンツデータの各種の属性を表す情報である。具体的
には、コンテンツ情報は例えば、伝送対象のファイルのデータサイズ、伝送対象のデータ
ファイルの個数、及び伝送対象のファイルの種類等を示す情報である。
【００８５】
　そして、通信制御プログラム１０２ａは、コンテンツ情報に基づいて、コンテンツデー
タの伝送の開始を示す開始音を出力するか否かを以下のように判定する。通信制御プログ
ラム１０２ａは、まず、コンテンツデータのデータサイズがしきい値ＴＨｓ以上であるか
否かを判定する（ステップＳ３０５）。コンテンツデータのデータサイズがしきい値ＴＨ

ｓ以上でない場合（ステップＳ３０５のＮＯ）、通信制御プログラム１０２ａは、伝送対
象のコンテンツ（ファイル）の個数がしきい値ＴＨｎ以上であるか否かを判定する（ステ
ップＳ３０６）。伝送対象のコンテンツの個数がしきい値ＴＨｎ以上でない場合（ステッ
プＳ３０６のＮＯ）、通信制御プログラム１０２ａは、伝送対象のコンテンツが指定され
た種類のコンテンツであるか否かを判定する（ステップＳ３０７）。ここで、指定された
種類のコンテンツとはデータサイズが大きいと推定される、例えば動画ファイル等である
。つまりステップＳ３０７では、通信制御プログラム１０２ａは、伝送対象のコンテンツ
の種類が、動画ファイル等であるか否かを判定する。伝送対象のコンテンツの種類は、コ
ンテンツ情報から得られるコンテンツの種類情報、又はコンテンツのファイル名の拡張子
等から判断されるコンテンツの種類情報等から判別することができる。
【００８６】
　伝送対象のコンテンツが指定された種類のコンテンツでない場合（ステップＳ３０７の
ＮＯ）、通信制御プログラム１０２ａは、伝送の開始を示す開始音を出力しない。
【００８７】
　一方、コンテンツデータのデータサイズがしきい値ＴＨｓ以上である場合（ステップＳ
３０５のＹＥＳ）、伝送対象のコンテンツの個数がしきい値ＴＨｎ以上である場合（ステ
ップＳ３０６のＹＥＳ）、又は、伝送対象のコンテンツが指定された種類のコンテンツで
ある場合（ステップＳ３０７のＹＥＳ）、通信制御プログラム１０２ａは、伝送の開始を
示す開始音をスピーカ１７から出力する（ステップＳ３０８）。
【００８８】
　そして、通信制御プログラム１０２ａは伝送対象のコンテンツデータを伝送する処理を
実行する（ステップＳ３０９）。伝送対象のコンテンツデータの伝送が完了すると、通信
制御プログラム１０２ａは、伝送の完了を示す終了音をスピーカ１７から出力する（ステ
ップＳ３１０）。
【００８９】
　以上の処理により、コンテンツデータのサイズ、コンテンツの個数、及びコンテンツの
種類に基づいて、コンテンツデータの伝送状況の切り替わりを適切に報知することができ
る。なお、各しきい値は開始音の再生期間の長さ等に基づいて適宜設定可能である。
【００９０】
　以上説明したように、本実施形態によれば、近接無線通信における通信の状態や切り替
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ンツ情報であるコンテンツのデータサイズ、コンテンツの個数、及びコンテンツの種類、
並びに推定伝送時間に基づいて、伝送の開始を示す開始音と伝送の完了を示す終了音との
出力を制御することで、ユーザへ通信状態を適切に報知できる。インジケータ１８のＬＥ
Ｄの点灯及び点滅についても同様に、コンテンツ情報と伝送時間とに基づいて制御され、
ユーザに対する通信状態の報知を適切に行うことができる。したがってユーザは、音声の
出力及びＬＥＤの発光に基づいて、通信状態を容易に判別でき、電子機器１０に対して適
切な操作を行うことができる。
【００９１】
　なお、本実施形態では、電子機器１０がステーションとして機能するパーソナルコンピ
ュータから実現されている場合を例示して説明したが、電子機器１０は、携帯電話、ＰＤ
Ａといった携帯型装置としても実現し得る。
【００９２】
　また、本実施形態においてソフトウェアモジュールとして記載した図２の各部はハード
ウェアモジュールとして実現することも可能である。
【００９３】
　また本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されて
いる複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素からいくつかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実
施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００９４】
　１０…電子機器、１１…システム制御部、１０１ａ…ＣＰＵ、１７…スピーカ、１８…
インジケータ、２０…近接無線通信デバイス、１２ａ…通信制御プログラム、１１１…制
御部、１１２…コンテンツ情報取得部、１１３…ＩＤ検出部、１１４…伝送レート保存部
、１１５…伝送時間算出部、１１６…音声出力制御部、１１７…光出力制御部、１１８…
通信状態報知部。
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